
人 権 教 育 の
差別のない明るいまちづくり人権啓発講演会差別のない明るいまちづくり人権啓発講演会

つ ど い

　
北
島
雪
山
の
父
宗そ

う
宅た

く
は
、
豊
後
久

住
の
大
友
一
族
志
賀
八
郎
能よ

し

郷さ
と

の

十
八
代
目
に
あ
た
り
、
代
々
「
三さ

ん

立り
ゅ
う」

と
名
乗
り
、
合
志
郷
村む

ら
吉よ

し
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
や
が
て
宗
宅
は
、

加
藤
清
正
の
侍
医
、
加
藤
忠
広
の
改か

い

易え
き
後
は
、
細
川
藩
主
の
藩
医
と
な
り

ま
し
た
。

　

北
島
雪
山
（
一
六
三
六
〜
九
七
）

は
、
寛
永
十
三
年
熊
本
で
宗
宅
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に
藩
医
北
島

家
を
嗣
ぎ
、
北
島
三
立
と
号
し
ま
し

た
。
少
年
時
代
に
は
、
藩
主
の
許
可

を
得
て
、
父
と
共
に
し
ば
し
ば
長
崎

に
遊
学
。
明
国
亡
命
の
黄お

う

檗ば
く

宗し
ゅ
う

僧

侶
雪せ

つ

機き

や
独ど

く

立り
ゅ
う、

兪ゆ

立り
ゅ
う

徳と
く

か
ら
文ぶ

ん

徴ち
ょ
う

明め
い

の
筆
法
を
学
び
、
後
に
唐か
ら

様よ
う

書
風
の
「
雪
山
流
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雪
山
は
兪
立
徳
か
ら
「
陽

明
学
」
を
学
び
、
加
藤
清
正
が
建

立
し
た
妙
永
寺
の
日
収
上
人
か
ら
は
、

書
と
「
朱
子
学
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。

壮
年
時
代
に
は
江
戸
に
遊
学
、
林
春

斎
や
木
下
順
庵
ら
の
諸
儒
と
交
わ
り
、

陽
明
学
者
で
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

雪
山
は
、
寛
文
四
（
一
六
六
四
）

年
、
藩
主
細
川
綱つ
な
利と
し
に
高
四
〇
〇
石

で
儒
医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
同
十
（
一
六
七
〇
）
年
十
月

六
日
、
幕
府
の
突
然
の
「
陽
明
学
」

の
禁
止
で
、
多
く
の
陽
明
学
者
と
と

も
に
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
の

寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
十
二
月
か

ら
追
放
ま
で
の
約
二
年
間
、
雪
山
は
、

肥
後
藩
内
の
調
査
を
行
い
、『
肥
後

国
郡
一
統
志
』
四
部
十
五
巻
を
上
梓

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の

最
も
早
い
地
誌
で
、
中
世
末
頃
の
肥

後
国
の
村
落
構
造
や
宗
教
な
ど
を
知

る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

追
放
後
の
雪
山
は
、
長
崎
か
ら

京
都
・
江
戸
へ
と
流
浪
し
、
各
地

に
「
雪
山
流
」
の
揮
毫
を
残
し
、
元

禄
十
（
一
六
九
七
）
年
二
月
十
四

日
、
長
崎
の
丸
山
で
そ
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。
北
島
雪
山
の
墓
が
泗
水

町
村
吉
に
あ
る
の
は
、
明
治
二
十
七

（
一
八
九
四
）
年
二
月
、
後
藤
官
平

（「
直
整
黌
」
経
営
）
が
長
崎
の
皓こ
う
台だ
い

寺じ

か
ら
分
骨
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑫

　

私
の
大
切
な
も
の
は
、
家
族
、

友
だ
ち
、
命
で
す
。
一
番
大
切
な

も
の
は
、
家
族
、
友
だ
ち
も
大
事

だ
け
れ
ど
命
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
命
は
私
の
命
も
だ
け
ど
、
私
の

ま
わ
り
に
い
る
た
く
さ
ん
の
人
の

命
も
一
番
大
事
で
す
。
ど
の
人
の

命
も
同
じ
ぐ
ら
い
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
で
も
、
そ
の
大
切
な
命
を

う
ば
う
戦
争
、
い
じ
め
、
部
落
差

別
は
、
今
も
世
界
中
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

人
を
平
気
で
傷
つ
け
た
り
、
バ

カ
に
し
た
り
、
色
々
な
人
が
苦
し

む
の
を
喜
ん
だ
り
。「
差
別
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
口
ば

か
り
で
言
っ
て
、
差
別
が
な
く
な

る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
小

学
校
４
年
生
の
時
、口
ば
か
り「
差

別
を
な
く
す
た
め
に
、
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
言
っ
て
、
本
当
は

「
人
権
学
習
な
ん
て
め
ん
ど
く
さ

い
な
、
早
く
終
わ
ら
な
い
か
な
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
５
年
生
の
と
き
に
水
俣

病
の
こ
と
を
勉
強
し
て
「
こ
ん
な

に
ひ
ど
い
差
別
を
ず
っ
と
受
け
つ

づ
け
て
き
た
の
か
」
と
思
い
、
差

別
へ
の
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
人
権
学
習
に
ま
じ

め
に
取
り
組
み
、
色
々
な
人
か
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
心

に
残
っ
た
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
あ
る
差
別
を
受
け
て
い
た
女

の
人
が
「『
差
別
は
い
け
な
い
事

だ
と
思
い
ま
す
』
で
な
く
『
差
別

は
絶
対
許
さ
な
い
』
と
い
う
気
持

ち
で
闘
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。

心
に
響
き
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
、
言
葉
で
人
を
傷

つ
け
た
り
、
暴
力
で
人
を
傷
つ
け

た
り
す
る
人
が
た
と
え
友
だ
ち
で

も
、
勇
気
を
出
し
て
「
や
め
な

よ
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
一
つ
の
目
標
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
身
の
ま
わ
り
に
あ

る
差
別
を
見
逃
さ
ず
、
こ
の
手
で

差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
人
を
み
ん

な
で
考
え
、
み
ん
な
で
解
決
し
あ

い
、
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
が
差
別

を
な
く
そ
う
と
努
力
し
て
、
大
切

な
そ
れ
ぞ
れ
の
命
を
守
っ
て
い
け

た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

ま
ず
は
、
自
分
か
ら
何
事
に
も
挑

戦
し
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北き
た

島じ
ま

雪せ
つ

山ざ
ん（

三さ
ん
立り
ゅ
う）

北島雪山の墓（泗水町村吉）

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
求
職

し
て
い
る
人
の
就
職
、
再
就
職
が
有

利
に
な
る
よ
う
、民
間
教
育
機
関（
専

門
学
校
な
ど
）
に
職
業
訓
練
を
委
託

し
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る

職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得

で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
委
託
訓
練
９
月
生
「
テ
ク
ニ

カ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
科
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）
に
求
職
申
込
み
を
し

て
い
る
離
職
者

申
込
受
付　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
職
業
相
談
の
上
、
受
講
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
講

の
可
否
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

７
月
23
日（
月
）〜
８
月
６
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

定　

員　

20
人

訓
練
会
場　

ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

訓
練
期
間

　

９
月
４
日（
火
）〜
11
月
28
日（
水
）

必
要
経
費　

入
学
金
、
受
講
料
は
無

料
。
教
科
書
な
ど
の
諸
経
費
は
自
己

負
担
。

問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
委
託
訓
練
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
０
３
９
４

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

は
、
人
事
評
価
・
人
材
開
発
や
ビ
ジ

ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
一
層
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
従

来
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験
の

試
験
単
位
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
、
企
業

の
職
務
内
容
に
対
応
し
て
大
括
り
化

す
る
と
と
も
に
、
職
務
遂
行
に
必
要

な
実
務
能
力
を
評
価
す
る
た
め
、
試

験
問
題
の
質
量
と
も
拡
充
す
る
な
ど
、

企
業
実
務
に
即
し
た
専
門
的
知
識
・

能
力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
公
的
資

格
試
験
（
能
力
評
価
試
験
）
と
し
て

平
成
19
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http
://w
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a
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平
成
19
年
度
前
期
試
験
は
、
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
申
請
受
付

　

８
月
１
日（
水
）〜
８
月
29
日（
水
）

試
験
実
施
日　

10
月
14
日
（
日
）

受
験
資
格　

受
験
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
年
齢
や
実
務
経
験
の
有
無

に
よ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

総
務
・
開
発
振
興
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

　

区
、
子
供
会
、
老
人
会
な
ど
が
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
は
、
地
域
社
会
の
発
展
や
市
民

の
健
康
増
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
活
動
中
に
事

故
が
起
き
た
ら
・
・
・
。

対
象
と
な
る
活
動

　

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、
５

人
以
上
の
市
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

た
市
民
団
体
（
政
治
、
宗
教
、
営
利

等
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
）
が

本
来
の
仕
事
を
離
れ
て
行
う
、
継
続

的
、
計
画
的
な
公
益
性
の
あ
る
市
民

活
動
中
の
事
故
。

　

具
体
的
に
は

•
地
域
社
会
活
動　

区
活
動
、
運
動

会
、
祭
り
、
清
掃
美
化
活
動
な
ど
。

•
青
少
年
育
成
活
動　

子
供
会
の
諸

活
動
、
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
。

•
社
会
福
祉
奉
仕
活
動　

社
会
福
祉

施
設
援
護
活
動
、
在
宅
老
人
・
身

障
者
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
。

•
社
会
教
育
活
動　

青
年
団
、
婦

人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
た
だ
し
、
学
校

管
理
下
中
は
除
く
）
公
民
館
な
ど

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
。

•
社
会
体
育
活
動　

有
志
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動（
野
球
チ
ー
ム
な
ど
）

•
市
主
催
事
業
へ
の
参
加
、
手
伝
い

　

市
民
体
育
大
会
、
一
日
一
汗
運
動

へ
の
参
加
な
ど
。

過
去
の
該
当
事
例

•
区
活
動　

清
掃
活
動
（
人
築
）、

運
動
会
、祭
り
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
な
ど
。

•
市
民
活
動　

子
供
達
の
学
習
会
な

ど
。

対
象
と
な
ら
な
い
活
動
な
ど

•
山
岳
登
は
ん
、
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン

グ
な
ど
危
険
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
。

•
指
導
者
や
参
加
者
の
故
意
に
よ
る

事
故
。

•
地
震
、
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
自
然

災
害
に
よ
る
も
の
な
ど
。

　

こ
の
他
に
も
対
象
外
と
判
断
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

補
償
の
内
容

①
傷
害
補
償

　

指
導
者
ス
タ
ッ
フ
も
し
く
は
参
加

者
が
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
を
被
っ

た
り
、
入
院
・
通
院
治
療
を
要
す
る

ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
傷
害
事
故
。

②
賠
償
責
任
補
償

　

団
体
の
指
導
者
も
し
く
は
ス
タ
ッ

フ
の
過
失
に
よ
り
参
加
者
や
第
三
者

に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
財
物
に
損
害

を
与
え
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ

た
場
合
。

事
故
が
起
き
て
か
ら
の
手
続
で
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
補
償
対
象
者
と

し
て
、
市
が
保
険
会
社
と
保
険
契
約

を
結
ん
で
い
る
た
め
、
事
前
の
申
し

込
み
や
登
録
な
ど
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
事
故
が
起
き
た
ら
す
ぐ

（
２
週
間
以
内
）
に
、
団
体
の
責
任

者
を
通
じ
て
、
次
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係　

ま
た
は

　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

①傷害補償　（1人あたり）
死亡補償金 1,000 万円

後遺障害
補償金

30万円～ 1,000 万円
（程度による）

入院補償金 １日 3,000 円
（最高 54万円）

通院補償金 １日 2,000 円
（最高 18万円）

※ 事故発生日より起算して 180 日
以内までを補償。

②賠償責任補償

身体賠償
最高
　１人 6,000 万円
　１事故３億円

財物賠償
最高
　１事故 300万円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
償
制
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
保
険

就
職
に
必
要
な
知
識
と

技
能
を
修
得
し
ま
せ
ん
か

平
成
19
年
度
（
前
期
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

と　き　７月 25日（水）
　　　　午後６時 30分・開場 /
　　　　午後７時・開演
ところ　七城公民館「講堂」
講　師
エッセイスト
字幕製作ディレクター
金　正美（きむ　ちょんみ）さん
演　題　故郷の光の中へ
～詩人桜井哲夫との歳月～
●講師プロフィール
　1976年生まれ。NHKにんげんドキュメント「津
軽・故郷の光の中へ」企画・出演。全盲の元ハンセ
ン病患者、桜井哲夫氏の 60年ぶりの帰郷に同行し
た様子を描いたもので、ハンセン病を知らない人々
にも大きな反響を呼び、多くの賞を受賞されている。
•第 28回放送文化基金賞テレビドキュメント部門
本賞受賞

•第 38回文化庁芸術祭ラジオ番組部門優秀賞受賞
　ほか
プログラム
開　場　午後６時 30分～
オープニング（七城天守太鼓演奏）
午後７時～午後７時 15分
開会行事　午後７時 15分～午後７時 30分
講　演　午後７時 30分～午後９時
主　催　菊池市、菊池市教育委員会、菊池市人権・
同和育推進協議会
問い合わせ先　七城総合支所総務振興課・
教育委員会七城分室教育課　☎（25）1580・
人権啓発課
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INFORMATION
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111


